
軽井沢国際聖書教会 信仰宣言 
 

1. 神 
私たちは、父、子、聖霊の三位一体で永遠に共存し、等しい一つの神を信じています。

神は愛であり、すべてのものの創造者であり維持者として、ご自身が作られたすべてを

愛しています。創世記 1.26；詩篇 90.1-2；マタイ 28.19；第二コリント 13.14；第一

ペテロ 1.2；コロサイ 2.9；ヨハネ 14.16-18, 20, 23;第一ヨハネ 4.7-8 

 

2. 聖書 
私たちは、聖書が神の権威ある御言葉であり、聖霊に霊感を受けた人間の著者によって

書かれたと信じています。聖書は、クリスチャンの信仰と生活において、最終的で最高の

真理の源であり、いかなる誤りも含まれていません。  
 

3. イエス キリスト 
私たちは、福音書と聖書の全体に記されているように、私たちの主イエス・キリストの

永遠の神性と完全な人間性を信じています。これには、彼の処女降誕、罪のない生涯、

奇跡、彼の代理的で贖いの死によって彼の血で新しい契約を確立したこと、彼の肉体の

復活、父の右手への昇天、そして力と栄光のうちに地上に個人的に帰還し、彼の民と

ともに彼の王国を永遠に治めることが含まれます。 
 

4. 聖霊 
私たちは、聖霊の働きを信じています。聖霊は世の罪を責め、新生を与え、聖別し、

イエス・キリストを信じる者に力を与えます。聖霊はすべての信者の内に宿り、導き、

真理の理解、慰め、神に従う力、そして教会を建て上げるための霊的な賜物を提供します。

聖霊は父と子と共に等しい神です。 
 

5. 人間の存在 
私たちは、すべての人が神の霊的な姿に創造されているが、罪と罪悪感のために神および

他者から疎外されていると信じています。この神からの分離は、いかなる人間の努力に

よっても解決することはできません。 
 

6. 救い 
私たちは、神からの疎外からの救いは、ただ恵みによって、ただ信仰によって、ただ

イエス・キリストによってのみ得られると信じています。すべての信じる者は、すべての

罪を赦され、彼の血によって義とされ、聖霊によって新しく生まれ、神の子供となり、

永遠の命を確信します。 
 

7. 教会 
私たちは、教会がすべての真の信者から成るキリストの体であると信じています。教会の

使命は、すべての国々の人々を弟子とし、彼らにバプテスマを施し、キリストが命じた

すべてを守るように教えることによって、神を栄光化することです。各地域教会は、

イエスの模範、教え、および命令に従って神と他者を愛することを誓うイエスを信じる

者たちで構成されています。  



8. 礼典/儀式 
私たちは、イエス・キリストが教会のために二つの儀式を制定されたと信じています：

バプテスマと主の晩餐です。バプテスマは内的な経験の外的なしるしであり、信者が

イエスの死、埋葬、復活と同一化することを象徴しています。主の晩餐は、新しい契約を

確立したキリストの犠牲を記念するものであり、彼の死を彼が来られるまで宣言する

ものです。 
 

9. 信者の生活 
私たちは、神の恵みが聖霊を通じて信者に力を与え、神の言葉に従って聖く実りある

生活を送ることができると信じています。クリスチャンは、心、魂、思い、力を尽くして

神を愛し、キリストがまず私たちを愛してくださったように他者を愛するように召されて

います。これには、日々の行動で信仰を生きること、誠実さ、公正、慈悲を維持すること、

そして福音を伝えることが含まれます。 
 

10. 聖書的な結婚生活 
社会には他の結婚形態も存在することを認識しつつも、私たちは聖書に基づく結婚は神に

よって定められた神聖な契約であり、一人の男性と一人の女性が生涯にわたる誓約に

よって結びつくものであると信じています。結婚はキリストと教会との関係を反映し、

家族と社会の基盤となります。イエスに従う者として、私たちは聖書に基づく結婚を

実践し、教えることに尽力します。創世記 2:23–24 ; マタイ 19:5–6 ; ヘブル 13:4 ; 

エペソ 5:21-32 / 
 

11. キリストの再臨 
私たちは、イエス・キリストが個人的かつ身体的に地上に再臨し、生者と死者を裁き、

彼の王国を確立することを信じています。この祝福された希望は、信者が彼の再臨に

備えて生き、信仰を持ち続ける動機となります。 
 

12. 永遠の運命 
私たちは、神が人類を永遠に存在するように創造されたと信じています。それゆえに、

私たちは救われた者と失われた者の両方の復活を信じています。救われた者は神と共に

永遠の命を享受し、失われた者は神からの永遠の分離を受けることになります。 

 

13. 信仰と実践 
私たちは、聖書が信仰と実践のすべての事柄において最終的な権威であると信じています。

これには、聖書に記されている教え、原則、および戒めが含まれ、それらが私たちに

神の愛に応えてどのように生き、礼拝し、神に仕えるかを導きます。 
 

14. 伝道と宣教 
私たちは、イエス・キリストの福音を他の人々と分かち合い、弟子を作ることがすべての

信者の愛に満ちた責任であると信じています。これは、個人的な証し、宣教、教会設立、

および他の伝道活動を通じて、地域的にも世界的にも行われます。 

 


